
＜循環経済ビジョンをまとめるにあたっての基本認識＞

（資料）経済産業省 作成

技術の進歩

AI・IoTを活用したシェアリングビジ
ネスの発展、修理可能性やリマ
ニュファクチャリングのニーズ増大
※欧州CEP

世界経済の成長

資源投入量増大

有限な資源の
有効利用の必要性増大
（製品段階での繰り返

しの使用）

新興国での
廃棄物の増大

海洋
プラスチック
ごみ

気候変動

EV/
FCV 増加

新素材・新製品
（CFRP等）増加

有限な資源の効率的な
再利用の必要性増大
（使用後の製品からの
確実な資源回収）

不適正処分に
よる環境への影響

• 異業種間のすり合わせ
• エコデザイン

• 徹底した回収
• 適正処理シス
テムの構築

• イノベ―ションに
よる代替素材

• 資源循環
ビジネスの
アジア地域
への展開

• バッテリーリユース
（残存性能評価）

• コバルト等
リサイクルコストの低減

（用途を意識した
リサイクルの必要性）

• プラスチック
• 鉱物資源
（クリティカルローマテリアル）

• 工程端材の高度利用
※中国廃棄物輸入規制の影響

• リサイクル
技術

• 品質評価
手法

（希少資源リサイクル）

技術進歩

◎日本が直面する課題
・個別リサイクル法の中で高度に最適化。素材ごとの横串の対応が不充分。
・既存の制度枠組みにより資源循環ビジネスの生産性が上がりにくい。
・廃棄物の発生抑制を最優先する制度体系であり、二次原材料の品質向上、用途拡大への動機付けが弱い。
・少子高齢化により、労働力不足に陥っている。

・産業競争力の強化 ・イノベ―ションの促進（オープンイノベ―ション/ベンチャー等によるイノベ―ション） ・ESG投資等資金の循環の促進 ・モニタリングの仕組みの構築

＜今後の課題と方向性＞

リチウムイオンバッテリー
（小型家電）増加

• 環境に負荷を与え
ない
回収適正処理
（リサイクル）

• 労働安全の担保

（廃棄物回収・処理）

３Rの高度化 マテリアル・ケミカル・サーマルリサイクルの高度化、各リサイクル手法のバランスの再評価

（その他ニーズが見込まれる素材）
・アルミ等
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